
広島大学を中心としたゲノム編集研究の展開�

2010年　国内での動物や植物でのゲノム編集の成果報告（広島大学等）�
�

2012年　ゲノム編集コンソーシアムの設立�
　　　　　（代表：広島大学　山本 卓）�
　　　　　（国内研究活性化を目指し、研究会と�
　　　　　　技術講習会を年２回ペースで開催）�
�

2013年　プラチナTALENの開発（広島大学特許）�
�

2014年　広島大学研究拠点「ゲノム編集研究拠点」�
�

2016年　一般社団法人日本ゲノム編集学会の設立�
　　　　　（会長：山本 卓）�
�

　　　　　JST産学共創プラットフォーム共同研究�
　　　　　推進プログラム(OPERA)（代表：山本 卓）始動�
�
�

国内のゲノム編集研究の�
第一人者としてゲノム編集�
研究教育を牽引�

山本 卓(大学院理学研究科）�



Takashi YAMAMOTO




Dept. of Mathematical and Life Sciences, 

Grad School of Sciences, Hiroshima University


 






一般社団法人 日本ゲノム編集学会（2016年４月15日設立）�

第４回大会は2019年６月３日−５日�
タワーホール船堀(東京)で開催予定。�



ゲノム編集技術に関する特許出願人国籍別出願数�
（1993～2014年）	

平成28年度 
特許出願技術動向調査報告書「ゲノム編集と遺伝子治療関連技術」より	







共同研究講座「次世代自動車技術共同研究講座　�
藻類エネルギー創成研究室」の設置（平成29年4月1日）�

共同研究講座の実施体制	

平成29年４月 
記者発表	



広島大学大学院生物圏研究科・堀内教授�






